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今
年
は
、
地
元
の
消
防
団
に
入

団
し
て
5
年
目
と
な
り
、
4
月
か

ら
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
末
は

新
潟
の
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大

規
模
火
災
な
ど
火
災
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
多

く
、
悪
条
件
が
重
な
っ
た
時
の
火

の
勢
い
と
速
さ
に
、
そ
の
恐
ろ
し

さ
を
再
度
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

年
が
明
け
、
消
防
団
の
代
表
と
し

て
出
席
し
た
地
区
の
元
旦
祭
で
は
、

今
年
一
年
何
事
も
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
と
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
重
要
な
の
は
行
動
を
す
る

こ
と
で
、
夜
警
を
通
し
て
の
火
災

に
対
す
る
注
意
喚
起
や
地
域
の
防

災
体
制
の
確
認
に
つ
い
て
改
め
て

団
員
と
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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O
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市県民税� （4期）
国民健康保険税� （7期）
介護保険料� （7期）
後期高齢者医療保険料�（7期）

今月の納期限
1月31日㈫

今月の休日納税相談日
1月29日㈰

誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています
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句
・
短
歌
2

首
の
ど
ち
ら
か
と
、
本
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、
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広
報
か
と
り
「
俳

句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12

月
は
10
日
締
切
）
を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品

は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

作
品
募
集

寒
月
に
衣
着
せ
た
や
お
そ
き
帰
路

�

黒
田
　
昭
二
（
佐
原
イ
）

万
両
の
命
の
彩い

ろ
や
赤
づ
く
し

�

諏
訪
　
延
子
（
白
井
）

帰
り
く
る
猫
に
た
っ
ぷ
り
藪や

ぶ
じ
ら
み虱

�

尾
形
　
正
子
（
木
内
）

刈
り
込
み
の
庭
木
を
洗
う
時し

ぐ
れ雨

か
な

�

千
葉
　
正
（
小
見
）

長
ら
へ
て
門
松
も
又
立
て
ら
れ
し

�

関
　
い
さ
お
（
三
島
）

手
の
平
を
温ぬ

く
め
て
肩
揉
む
年
の
暮

�

斉
藤
　
信
子
（
山
倉
）

評
　
寒
月
は
寒
さ
を
強
調
し
た
表
現
で
冷
え
冷
え
と
し
た
思
い
が
あ

り
、「
衣
着
せ
た
や
」
の
中
七
が
季
語
に
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。
現

実
の
生
活
の
中
に
ユ
ー
モ
ア
の
手
法
で
分
か
り
や
す
い
秀
句
で
あ
る
。

鴨
あ
ま
た
霞
ヶ
浦
へ
着
い
た
ら
し
夜
更
け
し
き
り
に

鳴
く
声
の
す
る�

関
　
い
さ
お 

（
三
島
）

香
取
俳
壇
奥
村　
利
夫
選

香
取
歌
壇
稲
村　
恒
次
選

評
　
物
音
の
絶
え
た
夜
更
け
に
、
そ
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
鴨
の
一
群
の

飛
来
を
知
っ
た
。
恐
ら
く
心
待
ち
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
葉
調
で

お
お
ら
か
な
詠
。
水
辺
に
暮
ら
す
作
者
な
ら
で
は
の
一
首
。

刈
り
小
田
を
耕こ

う
耘う

ん
し
ゆ
く
あ
と
先
を
即つ

か
ず
離
れ
ず

白
鷺
の
五
羽�

長
嶋
　
理
子 

（
高
萩
）

あ
し
ひ
き
の
筑
波
の
嶺
を
越
え
来き

た
る
白
鳥
い
く
つ
湖う

み

に
休
め
る�

鈴
木
　
一
満 

（
八
筋
川
）

冬
枯
れ
の
萱か

や
原は

ら
わ
た
る
北
風
に
追
い
立
て
ら
れ
て
衿

を
立
て
た
り�

菅
谷
　
文
子 

（
神
生
）

釣
り
好
む
夫
の
よ
く
来
し
河
川
敷
に
鴨
を
仲
間
に
夕

日
を
浴
び
る�

平
山
　
隆
子 

（
小
見
川
）

大
王
松
を
剪せ

ん
定て

い
し
た
り
す
つ
き
り
し
て
庭
に
見
上
げ

る
空
も
秋
晴
れ�

木
内
　
幸
子 

（
八
日
市
場
）

臨
済
宗
妙み
ょ
う

心し
ん
寺じ

派
の
名め
い
刹さ
つ

大だ
い

洞ど
う

山ざ
ん

光こ
う

福ふ
く

寺じ

　
光
福
寺
は
寺
内
字あ

ざ
広
長
に
所
在
す

る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
、
山

号
は
大
洞
山
と
い
い
ま
す
。
本
尊
は

釈
迦
如
来
・
普ふ

賢げ
ん
菩
薩
・
文も

ん
殊じ

ゅ
菩
薩

の
三
尊
で
す
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
創
建
は
平
安
時
代

後
半
、
延
久
４
年
（
１
０
７
２
）
で
、

当
初
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

鎌
倉
中
期
の
建
治
年
中
（
１
２
７
５

～
１
２
７
８
）、
現
在
の
臨
済
宗
に

改
宗
し
、
京
都
妙
心
寺
の
末
寺
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後ご

醍だ
い
醐ご

天
皇

の
勅ち

ょ
く

願が
ん

寺じ

と
し
て
、
ま
た
足
利
氏
・

千
葉
氏
・
国
分
氏
な
ど
中
世
武
士
の

帰き

依え

を
う
け
て
い
ま
す
。

　
主
尊
の
釈
迦
如
来
は
、
鎌
倉
期
の

作
と
伝
わ
る
、
木
造
寄
木
造
り
の
座

像
で
、
高
さ
は
65
㎝
で
す
。
右
脇わ

き
侍じ

の
文
殊
菩
薩
は
、
片
足
を
他
の
膝
頭

に
乗
せ
て
腰
か
け
る
姿
の
半は

ん
跏か

像
で
、

宝
冠
を
着
け
、
獅
子
に
乗
っ
て
い
ま

す
。
座
高
は
38
㎝
で
す
。
ま
た
左
脇

侍
の
普
賢
菩
薩
も
半
跏
像
で
、
白
象

に
乗
り
宝
冠
を
着
け
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
、
こ
の
種
の
仏
像
は
類
例
が

な
く
、
昭
和
45
年
５
月
に
市
指
定
有

形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

寺じ

宝ほ
う
の
後ご

水み
ず
尾の

お
天
皇
か
ら
下か

賜し

さ
れ

た
藕ぐ

う
糸し

（
蓮
の
糸
）
の
袈け

裟さ

、
後
醍

醐
天
皇
の
綸り

ん
旨じ

や
足
利
氏・千
葉
氏・

国
分
氏
関
係
の
制
札
な
ど
の
古
文
書
、

領
主
松
平
丹
後
守
信
圭
が
寄
進
し
た

木
造
十
六
善
神
像
な
ど
の
３
点
は
昭

和
59
年
９
月
に
市
指
定
有
形
文
化
財

と
な
り
ま
し
た
。

　
境
内
に
は
、
本
堂
・
庫く

裏り

・
山
門

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
本
堂
裏
な
ど
に

鎌
倉
時
代
以
来
の
板
碑
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
本
堂
は
間
口
十
間
、
奥
行

七
間
の
大
き
さ
で
、
幕
末
の
安
政
５

年
（
１
８
５
８
）
に
再
建
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
25
年
、
27
年
に
茅か

や
葺ぶ

き

の
総
葺
き
替
え
が
な
さ
れ
７
万
束
を

要
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

49
年
か
ら
50
年
に
か
け
て
、
今
の
銅

板
葺
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
光
福
寺
は
開
基
以
来
、
天
皇
は
じ

め
諸
武
将
な
ど
の
厚
い
帰
依
を
う
け

た
由
緒
あ
る
寺
院
で
す
。
古
く
は
周

辺
地
域
が
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
寺
内
」
の
地
名
が
残
っ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

▲光福寺本堂

▲光福寺山門

　市では、県が実施している早春の観光
キャンペーンにあわせ、佐原工芸の体験
教室を開催します。
　メニューは、卵の殻で作る「エッグアー
ト」、切り出す線の妙「切り絵」、千葉県
指定伝統的工芸品「佐原張子」、粘土で
作る「ミニチュアフード」、手作業で編
む「佐原ラフィア」の5コースです。

■期日・内容
エッグアート…2月25日㈯
切り絵…3月4日㈯
佐原張子…3月5日㈰
ミニチュアフード…3月11日㈯
佐原ラフィア…3月12日㈰
■時間　10時40分～12時10分
■場所　佐原町並み交流館2階
■参加費　各コース800円
■定員　各回30人（エッグアート、ミニ
チュアフードは15人。キャンセル不可）
■申込　実施日の1週間前までに
佐原町並み交流館� ☎(52)1000

達人になる

問商工観光課　☎（50）1212

佐原工芸の

平成29年1月15日市民のひろば 8広報かとり
広報かとりは再生紙を使用しています


